新体操ボールの演技内容分析試論―FIG及びオリジナル記号による第15回世界新体操選手権大会上位入賞者の分析を中心にして― by 関田 史保子






















FIGの記号 ① 徒手要素 八（ジャンプ） T (バランス） ◎ (ピヴォット）
n （柔軟，その他）
② 難度要素 S S (Super Superior Difficulties 超高級難度）
LS (Left Hand Superior Difficulties 左手の高級難度）
DM(Medi皿 Difficulties 中級難度）
DS (Superior Difficulties 高級難度）
③ リスク SR(高級難度リスク） R (リスク）
20 関 田 史 保 子
筆者による記号 ／（投げる） V（つく） NV¥ (リズミカルなつき） 凶./(ころがす）
叩 (2部位のころがし） d (もぐり回転） ,r/ (MGキック）
② （両足開転） R （前転） § (横転） j¥ （ジャンプターン）
-（開脚） 原n（二回前転） すす・（膝での回転）
II. 結果と考察










ボールの演技では 4DS, 4DMが徒手要素の決められた難度の数である。表 1を見るとわ
表 1．第 15回世界新体操選手権大会6ケ国選手の徒手要素と手具要素
国名 URS BUL ROM GRE ESP JPN 
選手名 アレキサンドラ オクサナ マリア ミフ イリナ マリア モニカ
川本ゆかり
要素 難度＼、
ティモシエンコ スカルディーナ ペトロバ マリノバ デレアヌ サンサリドウ フェランデス
徒手要素 DS 2回： 1回 1回 1回 1回 1回 2回 2回
ハ ジャンプ -DM 1 1 2 2 2 3 2 3 
＠ 






1 1 1 1 2 1 2 
DS 4 3 2 
， 2 2 2 4 2 
丁 バランス
I DM 2 
1 1 1 1 2 1 i 1 2 
日 柔その軟他
DS 3 I 2 4 1 
゜
i 3 2 
゜DM' 3 2 2 I 3 1,  I 2 ゜ ゜そ の 他 DS ゜ ゜ ゜
； I 1 | 1 
゜
1 1 
徒 手 要 素 ss 
゜ ゜ ゜
o I o I 
゜
2 
゜DS 11 ， 10 7 ， i I 6 7 i ， 9+2 7 合 計
I ＇ 
-6 . ! Ii 
DM 6 4 6 7 8 : 4 7 
手具要素／投げる 6 6 | 5 6 l ＇ 7 ! | 7 6 7 
1 I 
・― 
2 l ! _ -• ・ •一3・V つく 4 2 4 4 3 
碍リズミカルなつき 1 1 1 
ロ321 -t-i | ＿ •-1 3 l-~I i | 1 2 ．t 2 
1 
叫 ころがす 2 2 1 I 5 
叶u.2部位のころがし 5 5 3 I  3 4 2 
左手の D s 3 3 1 2 I 2 2 
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日本の川本選手の構成についてnの要素では DS, DMともに 0回であることが表 1から分
かる。採点規則の中では柔軟性を必ずしも入れなければいけないという義務付けはない。八・
表 2. 第 15回世界新体操選手権大会得点表
三
URS BUL ROM GRE ESP JPN 
アいヤサンドラ オクサナ マリア ミラ イリナ マリア モニカ
川本ゆかりティモシェンコ スカルディーナ ペトロバ マリノバ デレアヌ サンサリドウ フェランデス
A 構成 6.800 6.800 6.800 6.800 6.700 6.650 6.650 6.400 
B実施 3.175 3.000 2.900 2.950 2.825 2.800 2.875 2.600 
合計点 9.975 9.800 9.700 9.750 9.525 9.450 9.525 9.000 
22 関 田 史 保子
◎•丁の 3 つの要素中，それを異なった型で実施するか，あるいは手具の使い方を変えて実施
する事によって 4つの高級難度を実施したことになる。川本選手は 4つ目の DSを八あるいは






























Difficulty Composition Execution 
介芯午MlLS 
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Starting Score A 6.8 B 3.2 
(A) 0-0.2 R-0.2 (B)V-0.2 
Final Score 
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図 1. (URS) アレキサンドラ・ティモシェンコ
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;1 DlM贔 D3M 4 S 5 DS DS DS 9 旦此］； ；：旦
： ↑＠v／心こ淑八` 座ふん、丁△三／り公¥R@Sし1バSR
図 4. (BUL) ミラ・マリノバ つきが少ない＝ 0.3 R = 0.2 ミス＝ 0.1 0 = 0.1 
No. I 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ⑩ 1 12 13 14 
:Iw図／三/□9三パロ吠：三座R=+R = 0.2 
0 = 0.1 
ミス＝ 0.2
;1 ① ;S D: : 口:：SD：二旦⑪ ］；贔 ~L~~
い〗i座：／ぶ△901Eぶい、｀可翫心冗△＼『トバML平丁砧△立
図 6. (GRE) マリア・サンサリドウ
No. I I 2 3 ④ 5 ⑥ ⑦ 8 9 瓜 1112 13 14 ⑮ 
：Ii□:上t̀mv̀`／パニ i/`座R
R = 0.1 
ミス＝ 0.2




















































R_ : SR=0.1 
SR; 
＇ ’ -一ーロ•もぐり回転のあと，前転から座位の姿勢で片手で受ける 1 0 | R 
オクサナ
•シエネターン 2 回したあと，片手で DS のバランスをしながら受ける I 
スカJディーナ・／ャンプクーンしながら片手で受ける _J_ O SR | R=0・1 5 I O IR •前転 2 回したあと，片手でバランスをしながら受ける Q I R ISR=0.1 
•もぐり回転 2 回したあと，座位の姿勢で首の後ろで受ける 0 'SR 
卜—~ 
• MGキノクをしながら投げもぐり回転したあと，腕上で受ける | 0 : R 
マリア •前後開脚ンャンプをしたあと，前転から脚で受ける 0 i R I R=0.1 
I ペトロバ I●シエネターンを 2回したあと，首の後ろで受ける
4 




0 ! R 
•前後開脚シャンプで投げ，前転から横転し大きく上体を反らせて座位で片手受け C) :R 
I ミラ •前後開脚シャンプから左右開脚シャンプをしながら背面片手で受ける 1両手うけ X I R=0.1 
: 6 マリノバ•前転 2 回したあと，座位で背面受け 両手うけ x SR=0.1 
i •ンャンプターンをしながら片手で受ける
! I.もぐり回転から DSバランスで頭上にあげた脚で受ける i 
ー•- 9 
•前転したあと横転し，座位の姿剪で背面受け 1 
•シエネターン 1 回したあと，膝支持で 1 回転し座位で片手で受ける ＇ 
|‘’’ •前転したあと DS バランスをしながら片手で受ける 1 5 
l デレアヌ＇ O'SR:  
, 1 ●、ンエネターン 2回したあと，片手で受ける C i R [ SR=0.1 
l l •前後開脚シャンプで投げ，前転•横転し大きく身体を反らせ，座位で受ける， C I R 
[ •横転 2 回したあと床面で仰むけになり，床面で受ける 1 1 -。 -［[ 
' ●ダプルピヴォットから座位で両膝で受ける 受ける時，間がある， i 
Iマリア •もぐり回転したあと前転をし，後屈しながら片手で受ける 両手うけ x
1 •ジャンプターンから首の後ろで受ける 7 ボールの落下 I : SR=0.1 サンサリドウ •胸支持側転から片手でMG キックをしながら受ける i o I SR I 
•膝支持 2 回転したあと，後屈で片手で受ける I 両手うけ X 
•前転 2 回したあと，後屈で片手で受ける ，両手うけ X 
•前転 1 回行った後，横転から床面に落ちたボールを腕で受ける
•もぐり回転したあと，上体を反らせながら胸で受ける
アレ吟‘ノドラ 1•もぐり回転したあと， MG キックをしながら片手で受ける
ティモシェンコ •もぐり回転したあと，背面（両腕）で受ける
































































ボーナスポイントのRについては， 2種類のRが完璧に行われた場合0.10点， 1種類の Rが
完璧な DSの間に行われた場合o.10点で合計0.20点加点される。各国選手全員 5回以上のRを
















3) F ・ I• G 国際体操連盟「Code of Po in ts」 1989年．
（平成4年 1月受付）
